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９月８日（金）14時から、「附属病院 大震災対応への
一斉防災訓練」が、入院棟Ａ、外来棟１階玄関、新中央
診療棟Ⅱ期等において、本郷消防署長他30名の署員によ
る協力の下、実施された。当日は、400名を超える教職
員及び外来ボランティアが参加した。負傷者役の参加者
たちには特殊メイクが施され、大震災時の臨場感がかき
立てられた。

今回の訓練計画は、中央診療棟Ⅱ期のオープン、救急
外来の整備等にあわせて、生産技術研究所附属都市基盤
安全工学国際研究センターとの共同研究の成果を取り込
んで、立案された。想定としては、東京に大規模直下型
地震が発生し、地震の影響によって、入院棟Ａ６階北側

から出火、同棟Ａ８階南側の壁に亀裂発生、マグニチュ
ード７・震度６強の震災により、附属病院に多数の負傷
者が運ばれたという内容で実施された。地震発生後直ち
に、災害対策本部が入院棟Ａ１階レセプションルームに
設置され、初期消火、患者の避難誘導、各病棟のフロア
チェック、トリアージ（※）及び救急外来アクションカ
ードの運用、ライフラインチェックを実施し、最後に模
擬記者会見を行った。災害拠点病院に指定されている本
学附属病院は、地域の医療救護活動の重要な拠点となる
ことが期待されている。電気、通信、上下水道等のライ
フラインに大きな被害が生じた場合であっても、限られ
た医療機能を最大限に利用して、負傷者への医療救護活
動を行うことが強く求められている。附属病院では、今
回の防災訓練の反省・提案事項を参考に、さらなる防災
体制の充実を図ると共に、一層の防災意識の高揚を図る
こととしている。

※トリアージ（triage）：医療機能が制約される中で、
一人でも多くの傷病者に対して最適な治療を行うた
め、傷病者の緊急度や重症度によって治療や後方搬送
の優先順位を決めること

「附属病院　大震災対応への一斉防災
訓練」実施される

環境安全本部

トリアージ(※)実施中の病院スタッフ

重傷者は新救急外来に搬送される

情報収集中の災害対策本部
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９月11日（月）～９月15日（金）の日程で、現在、総
合研究博物館にて開催中の特別展示「時空のデザイン」
展に関連した公開講座「時間と空間　デザイン・記憶・
追跡・再現・揺らぎ」が下記のとおり開催された。「時
間と空間」という統一のテーマで、学内外の講師による
講義が行われ、受講者からは「様々な分野の講義を聴く
ことができ、大変興味深かった」「難しい内容だけれど、
興味を持つことができた」などの感想が寄せられた。

全５回 各回２時間（15：00～17：00）
第１回 ９月11日（月）「時間と空間とデザイン」

大学院理学系研究科・教授 佐藤勝彦
第２回 ９月12日（火）「時間と空間と追跡」

総合研究博物館・助教授 高槻成紀
第３回 ９月13日（水）「時間と空間と記憶」

関東学院大学工学部･教授 湯澤正信
第４回 ９月14日（木）「時間と空間と再現」

大学院人文社会系研究科・助教授 佐藤宏之
第５回 ９月15日（金）「時間と空間と揺らぎ」

大学院理学系研究科・教授 佐野雅己

大学院法学政治学研究科寄付講座「政治とマスメディ
ア（朝日新聞）」は、英・米・独の研究者が代表する
「メデューサ・プロジェクト」の日本における研究活動
として、北海道大学大学院法学研究科学術創成研究「グ
ローバリゼーション時代におけるガバナンスの変容に関
する比較研究」との共催によりワークショップと国際シ
ンポジウムを札幌で開催した。
ワークショップは海外招へい者７名を含む約25名の研

究者により、８月29日（火）より30日（水）の２日間を
北海道大学「えんれいそう」会議室で、８月31日（木）
は会場をJRタワーホテル日航札幌に移して行われた。
また、同日午後からは国際シンポジウム「どうアメリカ
と向き合うか？：日米関係と欧米関係」が、同スカイバ
ンケットルームにおいて一般参加を含む総勢60名の参加
者により開催された。

シンポジウムは高橋進教授の挨拶後、元田結花北海道
大学特任助教授の司会による第１セッション"How Can

Japan and Europe Manage US Alliance Dilemmas?"が
始まった。エリス・クラウス カリフォルニア大学サン
ディエゴ校教授とクリストファー・ヒューズ ウォーリ
ック大学リーダーによる本プロジェクトの紹介、ワーク
ショップにおける報告者８名による問題提起、森聡法学
政治学研究科ICCLP研究員による日本語要旨、質疑応答
と進み、第２セッション「日米関係、メディア、沖縄」
は高橋進教授の司会により、屋良朝博沖縄タイムス論説

公開講座「時間と空間　デザイン・
記憶・追跡・再現・揺らぎ」の終了

総合研究博物館

大学院理学系研究科　佐藤勝彦教授の講義風景

北海道大学「えいれんそう」会議室でのワークショップ

寄付講座「政治とマスメディア」国
際シンポジウム「どうアメリカと向
き合うか？」開催される

大学院法学政治学研究科・法学部



委員と村松泰雄朝日新聞総合研究本部長の報告がヒュー
ゴ・ドブソン シェフィールド大学上級講師による英語
要旨をまじえて行われた。第３セッション"The Future

of US-Japan and US-Europe Alliance Ties and the

International Systems?"は、遠藤乾北海道大学教授と高
橋進教授の司会によって進められ、報告者全員による討
論が行われ、吉田徹北海道大学助教授による日本語要旨
が述べられた。

今回のワークショップとシンポジウムは、クリストフ
ァー・ヒューズ博士、エリス・クラウス教授、ヴェレー
ナ・ブレッヒンガー ベルリン大学教授と高橋進教授が
企画し、北海道大学遠藤乾教授他の協力を得て実現した
ものである。また、東京から札幌へ開催地を移した新し
い試みが大きな成果を得ることができたのは、昨年の準
備会議以来、柴田晃芳北海道大学産学連携研究員の協力
を得、同大学学術創成研究事務局、朝日新聞社、北海道
新聞社の協力と支援によるもである。

シンポジウム終了後レセプションを開催し、山口二郎
北海道大学教授と宮廻美明教授の挨拶をまじえて、なご
やかな雰囲気で歓談が行われた。国内・国外の参加者か
ら、ワークショップ後の公開シンポジウムという企画へ
の賛同、主催大学から離れた場所での大学間、研究者間、
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会議事務局間のコラボレーションの成果を指摘いただ
き、充実した有意義な時間をもつことができたとの言葉
をいただいた。

本研究所附属日本社会研究情報センターのＳＳＪデー
タアーカイブが、このたび、日本統計学会「統計活動賞」
を受賞し、2006年度統計関連学会連合大会（東北大学、
９月７日）にてその授賞式が行われた。
受賞理由は、「ＳＳＪデータアーカイブの活動は、我

が国の社会科学の実証分析に欠かせない研究資源となっ
ており、特に統計の分野において、個票を用いた研究や
教育のための環境整備に対して大きく貢献するものとな
っている。さらにＳＳＪデータアーカイブでは、二次分
析研究会の開催、二次分析による優秀な論文を表彰する
制度を設けるなど、データ利用に関する啓蒙・普及活動
に積極的に取り組んでいる。このような貢献は、組織に
よる活動として顕彰するに相応しいものである。」とさ
れている。
なお、2006年３月末現在、当データアーカイブでは

579調査、772データセットを保管し、2005年度一年間で、
利用申請件数は335件、提供データセット数は2527に上
っており、これまでにＳＳＪデータアーカイブが提供し
て作成された論文や著書の数は、2006年３月末現在、総
計で283点になる。

シンポジウム　第１セッション

レセプション 授賞式の様子

SSJデータアーカイブが日本統計学
会第２回統計活動賞を受賞

社会科学研究所



医学部附属病院（永井良三病院長）では、Ⅱ期中央診
療棟の竣工を祝い、９月15日（金）16時から新設された
Ⅱ期中央診療棟７階会議室及びラウンジで記念式典と祝
賀会を挙行した。
また、式典に先立ちⅡ期中央診療棟の手術部、救急部、

放射線部、検査部、病理部、光学医療診療部、臨床試験
部及び22世紀医療センター等の見学が14時30分から行わ
れ、新たに誕生した未来型医療の拠点を関係者にアピー
ルした。

記念式典では、永井良三病院長から竣工に際し、昭和
50年代に始まった東大病院の再開発計画の永い歴史と新
棟の竣工に至るまでの計画の中で、建物というハード面
の検討だけでなく法人化に伴う機構整備や医療の質の改
善等、ソフトの改革を緻密に行ったこと。中央診療機能
の大幅な充実と22世紀医療センターを設置して今後の診
療・研究体制に配慮したこと。さらには、東大病院に期
待される役割と成果を未来に向けて発信する等の式辞が
延べられた。

続いて、小宮山宏総長から21世紀に向けた本院の医療
に大きな期待が寄せられている旨の挨拶をいただいた。
この後、廣川信隆医学系研究科長・医学部長、文部科

学省 林幸秀文部科学審議官、独立行政法人国立病院機
構 矢崎義雄理事長、千葉大学医学部附属病院 齋藤康病
院長から御祝辞をいただき、長坂潤一施設部長から工事
の概要報告、永井病院長から関係業者等へ感謝状の贈呈
が行われ閉式した。
祝賀会は、西尾茂文理事（副学長）から挨拶をいただ

き、文部科学省 清水潔高等教育局長、鉄門倶楽部顧問
織田敏次名誉教授から祝辞をいただき、中村耕三副院長
の発声により乾杯した。

祝賀会場には、明治初期から平成に至るまでの東大病
院の歴史の変遷を語る30点に及ぶ貴重な写真資料が展示
された。
式典及び祝賀会は、約300名の関係者の参加により華

やかに進み、煙山力文京区長から御祝辞をいただいた後、
大内尉義副院長の謝辞により18時30分に閉会した。
なお、Ⅱ期中央診療棟は、10月２日（月）から順次開

院し、検査・診療等が開始される。
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Ⅱ期中央診療棟の竣工記念式典及び
祝賀会が行われる

医学部附属病院

竣工したⅡ期中央診療棟

写真資料展示の様子

永井病院長式辞

林文部科学審議官祝辞
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アマチュア無線クラブ、年間総合第１位
受賞！

平成17年度総長賞受賞団体である東京大学アマチュ
ア無線クラブは、去る５月28日、日本アマチュア無線
連盟（JARL）より、国内外の無線局との通信技術を
競う主要コンテストにおける「平成17年・クラブ対抗
部門年間総合第１位」の表彰を受けました。この表彰
は、総長賞の評価対象にもなった平成14、16年度の連
続第１位を更新するもので、同クラブが、総長賞受賞
団体の名を辱めないハイレベルの活動をその後も続け
ていることを物語っています。
今日でこそ電波の利用は身近なものになっています

が、かつて不可能といわれた短波帯の放送や、衛星や
電話に使われるギガヘルツ帯での通信まで、無線通信
の機器や技術のほとんどはアマチュア研究家によって
発明、開拓されてきました。コンテストは、この電波
の可能性を追究する催しとして開かれますが、とくに
国際コンテストでは、優れた無線機やアンテナの設
計・製作は言うまでもなく、夜を徹してかすかな電波
をキャッチしモールス信号で交信を成立させる集中力
と通信技術など、ハード・ソフト両面において、当ク
ラブが電気・電子系専門校をも凌ぐ格段に優れた技能
を有することを示しています。
これも偏に、課外活動へ様々な便宜をご提供くださ

る学生部はじめ本学関係者のご理解の賜と感謝申し上
げます。とくに、移動先から通信技術を競うコンテス
トでは、農学生命科学研究科付属農場の皆様に格別の
ご協力をいただいております。今後も、総長賞受賞の
際に評価いただいた「アマチュア無線コンテストにお
ける連続優勝、準優勝ならびに無線通信の可能性追究
と普及に関する取り組み」を忘れずに努力して参りま
す。

東京大学アマチュア無線クラブ顧問　日野明徳
（農学生命科学研究科）
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第2回駒場キャンパス技術発表会のご案内

生産技術研究所

生産技術研究所と大学院総合文化研究科・教養学部
は、合同の技術発表会を10月17日（火）に開催いたしま
す。これは従来、双方の部局が独自に開催していた技術
発表会を発展させ、部局間の交流と内容の一層の充実を
はかるため、駒場事業場として開催することにしたもの
です。この発表会では駒場事業場に勤務する技術職員が、
日常の研究・教育業務やその支援業務における創意工夫
や成果などについて数多く発表します。また、今回は史
料編纂所の技術職員、自動車メーカーの技術者をお呼び
して招待講演をいただく予定です。
皆様のご来場をお待ちしております。なお発表会終了

後に懇親会を行います。

日時：10月17日（火）10：00より
会場：生産技術研究所　総合研究実験棟（Ａｎ棟）

３階大会議室
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/map/index.html

参加：無料（懇親会費1,500円）
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生命科学は、21世紀に大きく発展する分野であり社会
的にも大きな関心が寄せられています。東京大学生命科
学研究ネットワークは、学内における生命科学研究者間
のコミュニケーションとコラボレーションの促進、及び
生命科学の研究組織に関する課題の解決策の検討、その
他生命科学研究者に共通する話題についての議論を行
い、それによって本学の生命科学研究の発展に寄与する
ことを目的として組織されました。
このたび、学内における生命科学研究者のコミュニケ

ーションを深めるために、第１回のシンポジウムを開催
いたします。このシンポジウムは、今回関連部局のうち
６部局の第一線の研究者の講演と全学からのポスターセ
ッションにより構成されています。特にポスターセッシ
ョンでは、大学院生、ポストドクから教員まで、学内の
生命科学の現場の研究者が直接知り合える良いチャンス
です。また、お互いのコミュニケーションをさらに深め
るため懇親会も企画されています。学生は無料です。
皆様奮ってご参加ください。

■日時：11月25日（土）9:30～17:45

■場所：講演　…　安田講堂、
ポスターセッション…安田講堂・工学部２号館

■プログラム：

９:30～９:35

開会の挨拶　廣川信隆医学系研究科長
（生命科学研究ネットワーク長）

９:35～10:25

講演　理学系研究科　深田吉孝教授
「サーカディアンリズムを司る体内時計への挑戦」

10:25～11:15

講演　新領域創成科学研究科　菅野純夫教授
「完全長cDNAから垣間見る新しいゲノム像」

11:15～12:05

講演　医科学研究所　井上純一郎教授
「細胞内シグナル伝達研究から医療へ」

12:05～15:00 ポスターセッション
15:00～15:10 総長挨拶　小宮山宏総長
15:10～16:00 講演　医学系研究科　廣川信隆教授
「モーター分子群、キネシンスーパーファミリー蛋白、

KIFｓ：細胞内物質輸送から脳の発生及び記憶、学習の
制御、そして体の左右非対称性の決定まで」
16:00～16:50

講演　工学系研究科　石原一彦教授

東京大学生命科学研究ネットワーク・シンポ
ジウム
－東京大学生命科学の未来を拓く－

生命科学研究ネットワーク

今回で105回目を迎える伝統ある東京大学公開講座で
すが、今回は例年と趣向を変えて開催しています。
例年ですと、一日講義80分×２コマというプログラム

で開催していましたが、今回は講義35分～40分×４～５
コマというスタイルに変更しました。１コマの時間が短
くなりましたが、22名もの先生が集結し、ロボットに関
する学問の世界を多様な視点から紹介します。
この号配布時点では、９月30日の初日「ロボットのあ

ゆみ」４講義が終了していますが、１日のみの参加や当
日参加も可能です。皆様のご来場をお待ちしておりま
す。

第105回東京大学公開講座「ロボット新世紀」

第１日　９月30日（土） ロボットのあゆみ
第２日　10月７日（土） ロボットと社会
第３日　10月14日（土） ロボットと知
第４日　10月21日（土） ロボット解剖学
第５日　10月28日（土） ロボット未来学

会　場：大講堂［安田講堂］
対　象：成人一般・大学生・高校生
受講料：全講義（５日間）一括申込4,000円

選　択（１日）1,000円
※高校生は半額
※東京大学の学生は無料、教職員は半額

※詳しくはホームページをご覧下さい。
http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/d04_01_ j.html

（東京大学ホームページ→社会人・一般の方へ→公開講
座）

公開講座「ロボット新世紀」開催中！

総務部
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「人工細胞膜ポリマーの創製とバイオ機能」
16:50～17:40

講演　生産技術研究所　藤井輝夫助教授
「マイクロ流体デバイス
－新しい生命科学のツールとして－」

17:40～17:45

閉会の挨拶
門脇孝医学系研究科教授

（生命科学研究ネットワーク・シンポジウム実行委員長）
17:45～20:00

懇親会（ポスター会場）

■参加申込（講演聴講）：[10月21日締切]

参加希望の方は、事前申込をお願いいたします。
（学外者の聴講も歓迎します。）

http://www.u-tokyo.ac.jp/event/index_j.html

標記事業については、平成18年度同様、平成19年度も
下記要項のとおり募集することとなりました。ついては、
応募を希望する場合は、各事業の所属部局提出期限まで
に所属部局担当係を通じ、研究協力部国際課まで必要書
類を提出願います。
なお、申請手続等詳細につきましては、各部局担当係

へお問い合わせください。
各事業とも、選考に当たって必要な場合は、ヒアリン

グを実施することもあります。また、平成19年度は本学
創立130周年記念事業が開催されることに伴い、「東京大
学シンポジウム開催経費助成事業」において今回の平成
19年度の募集に限り、応募事業の内容が創立130周年記
念事業の趣旨によりふさわしいものが、採択に当たり優
先されることとなりましたので、留意願います。
申請書類は次のＵＲＬにてダウンロードできます。
http://www.u-tokyo.ac.jp/res02/d03_05_01_j.html

＜今回募集する事業＞
１．海外学術交流拠点設置・運営経費助成事業
２．東京大学シンポジウム開催経費助成事業
３．ジョイント・フォーラム開催経費助成事業
４．長期派遣経費助成事業

平成19年度　東京大学基金による

海外学術交流拠点設置・運営経費助成募集要項

１．趣　旨

国際化の進展に伴い本学における教育・研究の一層の
推進に寄与するため、海外での教育・研究の推進、当該
国の学術団体・高等教育研究機関との間の学術交流の調
整・推進、本学の教職員・学生等関係者に対する便宜供
与などの目的をもった海外における学術交流の基地とな
る海外学術交流拠点（以下、「海外拠点」という。）の設
置（事前調査を含む）及び運営に対して、必要な経費の
一部を東京大学基金から助成するものである。

２．申請資格

海外拠点設置（計画）の代表者である本学の教授又は
助教授

研究協力部

平成19年度東京大学基金による国際交流助成
事業募集について
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10．申請書等送付先

研究協力部国際課研究活動支援チーム

平成19年度　東京大学基金による

東京大学シンポジウム開催経費助成募集要項

１．趣　旨

学際的でやや規模の大きい国際研究集会を「東京大学
シンポジウム」として開催することとし、そのために必
要な経費の一部を東京大学基金から助成するものであ
る。

２．申請資格

本学の教授、助教授、講師又は助手とする。

３．対象分野

人文、社会及び自然科学の全分野

４．助成の対象となる要件

（1）学術的に重要かつ緊急度が高く、東京大学の名称を
冠するにふさわしいものであること（ただし、学会主催
による国際会議等を除く）。
（2）特定の主題について、内外の研究者が学術的発表及
びそれに関する討議を行い、その分野の研究を増進する
ことを目的とするものであること。
（3）日本側の主要メンバーは、本学教員であること。
（4）主催にかかる運営の学内体制が十分に確保されるも
のであること。
（5）平成19年度中に開催されるものであること。
（6）主たる経費の出途が東京大学基金によるものである
こと。

５．助成の対象となる経費

（1）外国人招待講演者の旅費（日当・宿泊料を含む）並
びに外国人一般参加者の滞在費（日当・宿泊料）
（2）国内の学外招待講演者の旅費（日当・宿泊料を含
む）
（3）学外招待講演者の講演謝金（主として外国人参加
者）
（4）シンポジウム開催に直接必要な印刷（製本）費、通
信運搬費、会場借料等
注）本学の教員は招待講演者とみなされないので講演謝
金は支給されない。また、原則として、旅費も支給され
ない。

６．助成額及び採択予定件数

１件の助成額は、400万円を限度とし、採択件数は、
３件程度を予定している。

３．助成期間

３年以内（学術研究奨励資金及び東京大学基金による
同名の助成を受けた期間を含める。また、昨年度に引き
続き助成を希望する場合も、再度申請をするものとす
る。）

４．助成の対象となる要件

（１）東京大学の国際戦略上、重要度が高いものである
こと。
（２）助成期間終了後の運営体制が検討されているもの
であること。

５．助成の対象となる経費

（１）海外拠点開設のための事前調査に係る経費（旅費、
謝金等）
（２）海外拠点への教員の派遣旅費
（３）海外拠点運営経費（消耗品費、謝金、設備備品費、
建物借料等執行可能なもの。）
※（１）及び（２）の場合の旅費は、本学から訪問先
研究機関までの最も経済的な通常の経路及び方法に
よる旅行に必要な往復航空賃（エコノミークラスの
ディスカウント運賃）、往復鉄道賃等（本学から最
寄りの空港までとする）、滞在費（東京大学旅費規
程による日当、宿泊料）及び空港施設使用料とす
る。

６．助成額及び採択予定件数

１海外拠点当たり、400万円を限度とし、採択件数は、
３件程度を予定している。

７．申請手続及び提出期限

別紙様式１（昨年度に引き続き助成を希望する場合は、
別紙様式２）により、平成18年11月30日（木）までに、
所属部局長を通じて総長あて提出すること。なお、各部
局内においての提出期限については、各部局事務担当に
問い合わせること。

８．選考方法及び採否の通知

選考は、「東京大学国際交流委員会」の「東京大学基
金による国際交流助成専門委員会」が行い、採否の結果
は平成19年２月下旬頃までに代表者の所属部局長あて通
知する。
なお、選考に当たって必要な場合は、ヒアリングを実

施することもある。

９．報告書の提出

代表者は、別紙様式３により、平成20年４月末日まで
に、所属部局長を通じて総長あて提出すること。
（様式については、採択通知に添付する。）
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７．申請手続及び提出期限

開催責任者は、別紙様式１一部を、当該シンポジウム
の概要（サーキュラー等）の資料があれば添付し、所属
部局長を通じて、平成18年11月30日（木）までに総長あ
て提出すること。なお、各部局内においての提出期限に
ついては、各部局事務担当に問い合わせること。

８．選考方法及び採否の通知

選考は「東京大学国際交流委員会」の「東京大学基金
による国際交流助成専門委員会」が行い、採否の結果は
平成19年２月下旬頃までに、開催責任者の所属部局長あ
て通知する。
なお、選考に当たって必要な場合は、ヒアリングを実

施することもある。

９．報告書の提出

開催責任者は、シンポジウム終了後１ヵ月以内に別紙
様式２一部を所属部局長を通じ速やかに総長あて提出す
ること。（様式については採択通知に添付する。）

10．申請書等送付先

研究協力部国際課研究活動支援チーム

11．備　考

東京大学創立130周年記念事業の開催に伴い、今回の
平成19年度の募集に限り、応募事業の内容が創立130周
年記念事業の趣旨（東京大学創立130周年記念事業基本
コンセプトがまもなく策定され、公表されることとなる
ので、確認してください。）によりふさわしいものが、
採択に当たり優先される。

平成19年度　東京大学基金による

ジョイント・フォーラム開催経費助成募集要項

１．趣　旨

本学と海外の優れた大学等と共催で行われるフォーラ
ム等の開催に必要な経費の一部を、東京大学基金から助
成するものである。

２．申請資格

ジョイント・フォーラム開催（計画）の代表者である
本学の教授又は助教授とする。

３．対象分野

人文、社会及び自然科学の全分野

４．助成の対象となる要件

（1）海外の大学・研究機関等で開催されるものであるこ
と。
（2）学術的に重要かつ緊急度が高く、東京大学が海外の
大学等と共催するにふさわしいものであること（ただし、
学会主催による国際会議等を除く）。
（3）特定の主題について、内外の研究者が討議を行い、
その分野の研究を増進することを目的とするものである
こと。
（4）日本側の主要メンバーは、本学教員であること。
（5）主催にかかる運営の学内体制が十分に確保されるも
のであること。
（6）平成19年度中に開催されるものであること。

５．助成の対象となる経費

（1）本学教員の派遣旅費（日当、宿泊料を含む）
（2）学外招待講演者の旅費（日当、宿泊料を含む）
（3）学外招待講演者の講演謝金
（4）ジョイント・フォーラム開催に直接必要な経費（印

刷（製本）費、通信運搬費、会場借料等執行可能な
もの）

注）本学の教員は招待講演者とみなされないので講演謝
金は支給されない。

６．助成額及び採択予定件数

１件の助成額は、200万円を限度とし、採択件数は、
４件程度を予定している。

７．申請手続及び提出期限

開催責任者は、別紙様式１一部を、当該フォーラムの
概要（サーキュラー等）の資料があれば添付し、所属部
局長を通じて、平成18年11月30日（木）までに総長あて
提出すること。なお、各部局内においての提出期限につ
いては、各部局事務担当に問い合わせること。

８．選考方法及び採否の通知

選考は「東京大学国際交流委員会」の「東京大学基金
による国際交流助成専門委員会」が行い、採否の結果は
平成19年２月下旬頃までに、開催責任者の所属部局長あ
て通知する。
なお、選考に当たって必要な場合は、ヒアリングを実

施することもある。

９．報告書の提出

開催責任者は、フォーラム終了後１ヵ月以内に別紙様
式２一部を、所属部局長を通じ速やかに総長あて提出す
ること。（様式については採択通知に添付する。）

10．申請書等送付先

研究協力部国際課研究活動支援チーム



19No.1343   2006. 9. 27

平成19年度　東京大学基金による

長期派遣経費助成募集要項

１．趣　旨

本学の教員が、海外の優れた大学等学術研究機関にお
いて一定期間研究を行うことにより、独創的・先端的学
術研究の推進に資するとともに学術研究の進展に寄与す
ることを目的とし、教員の長期派遣に際し、必要となる
経費の一部を東京大学基金から助成するものである。

２．申請資格

本学の教授、助教授、講師及び助手
なお、東京大学学術研究奨励資金及び東京大学基金に

よる長期派遣経費助成事業（平成14年度、15年度及び18

年度に実施）、並びに文部科学省及び日本学術振興会の
同種の事業（例えば文部科学省の「在外研究員」及び
「大学教育の国際化推進プログラム」、並びに日本学術振
興会の「海外特別研究員」など）により、過去10年間に
継続して２ヶ月以上海外に派遣されたことのある者を除
く。

３．期　間

平成19年４月１日から平成20年３月31日までの期間に
出発するもので、原則として渡航期間が２ヶ月以上６ヶ
月以内とする。

４．助成経費及び助成予定件数

派遣旅費（日当及び宿泊料を含む）を助成する。助成
金額は1件当たり、200万円を限度とし、助成件数は６件
程度を予定している。
※派遣旅費：本学から訪問先研究機関までの最も経済的
な通常の経路及び方法による旅行に必要な往復航空運賃
（エコノミークラスのディスカウント運賃）、鉄道等往復
運賃（本学から最寄りの空港までとする）、空港施設使
用料、滞在費（東京大学旅費規程による日当、宿泊料）
とする。

５．申請手続及び提出期限

申請者は、別紙様式１－１、１－２及び１－３により、
所属部局長を通じて総長あて提出すること。なお、各部
局内においての提出期限については、各部局事務担当に
問い合わせること。
部局長においては、提出書類を取りまとめの上、平成

18年11月30日（木）までに総長あて提出すること。なお、
申請が複数の場合は、順位を付した上で提出のこと（様
式任意）。

６．選考方法及び採否の通知

選考は「東京大学国際交流委員会」の「東京大学基金
による国際交流助成専門委員会」が行い、採否の決定は
平成19年２月下旬までに申請者の所属部局長あて通知す
る。

なお、選考に当たって必要な場合は、ヒアリングを実
施することもある。

７．報告書の提出

申請者は別紙様式２により、渡航の終了後、速やかに
所属部局長を通じて総長あて提出すること。

８．申請書等送付先

研究協力部国際課研究活動支援チーム

９．備　考

文部科学省及び日本学術振興会の同種の事業に申請中
の者の本事業への申請は可能であるが、本事業の採択決
定後、上記同種の事業で申請が採択され助成を受けるこ
ととなった場合は、本事業の採択辞退届（様式任意）を、
速やかに所属部局長を通じて総長あて提出すること。

教養学部では、専門課程の学生を対象としたスポー
ツ・トレーニング（実習）を下記の通り開講します。学
部、学科を問わず専門課程および大学院の学生であれば
どなたでも他学部聴講として履修できます。卒業に必要
な単位の一部として認定している学部は法学部（２単位
まで）、経済学部（２単位まで）、教養学部（超域文化科
学科のみ１単位）、教育学部（２単位まで）、文学部（１
単位）等ですが、詳しくは所属学部教務に問い合わせて
ください。

科目名：スポーツ・トレーニング
開講学部：教養学部
単位：週１回90分１学期の授業で１単位。
開講曜限および場所：木曜3限（13:15～14:45）および４
限（15:15～16:45）に本郷御殿下記念館および御殿下グ
ラウンドで行う。金曜５限（16:20～17:50）に駒場テニ
スコートで行う。
科目番号：908（木曜３限）、909（木曜４限）、910（金
曜５限）
本郷キャンパスでの開講種目と定員：
木曜３限（13:15～14:45）
ソフトボール 40名
バレーボール 40名

大学院総合文化研究科・教養学部

スポーツ・トレーニング（実習）開講の
お知らせ
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卓球 20名
バドミントン 20名

４限（15:15～16:45）
トレーニング＊ 40名
バスケットボール 40名

＊マシンの使用を中心とした筋力トレーニング。受講に
よって御殿下記念館トレーニングルーム使用資格が与え
られます。
駒場キャンパスでの開講種目と定員：
金曜５限（16:20～17:50）
テニス 20名

ガイダンスおよび受講登録：本郷キャンパスでの開講種
目については10月12日（木）上記のそれぞれの授業時間
に法学部31番教室で行います。テニス（駒場）について
は10月13日（金）５限に教養学部身体運動科学研究棟会
議室で行います。同一学期に２コマ以上履修することは
できません。

問い合わせ先：

教養学部生命環境科学系　八田助教授（内線46862）
e-mail: hatta@idaten.c.u-tokyo.ac.jp

情報基盤センター図書館電子化部門では、レポート・
論文作成や学習・研究に役立つ“情報探索ガイダンス”
各種コースを実施しています。
東京大学にご所属であればどなたでも参加できます。

10月は「効率的な文献管理をするには？EndNote利用
法コース」と題し、文献管理ソフト「EndNote」の使い
方について、提供元から講師をお招きして実習を交えな
がら解説していただきます。この機会にぜひご参加くだ
さい。

●会場：
本郷キャンパス　総合図書館１階　講習会コーナー

●定員：
各回12名（先着順）

※このコースは事前申込みが必要です。下記のサイトか
らお申し込みください。

●日時：
10/25（水）
・13:30～15:00

・15:30～17:00 ※２回とも同じ内容です。

●講師：
ユサコ株式会社　商品セールスグループ
畠中　正己　氏

●EndNoteとは：
EndNoteは、
・各種データベースの文献情報の取り込み・管理
・論文執筆時に引用文献リストの自動作成
・収録レコードから対応する本文PDFの呼び出し

などができる、論文作成支援ツールです。
なお、参加された方には、EndNote バージョンX（テン）
のトライアルCD-ROMを配布する予定です。

●申込方法

以下のサイトでお早めにお申し込みください。
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

先着順です。申込み受付後、受講可否のメールを送付い
たしますので、必ずご確認ください。
●問い合わせ 学術情報リテラシー係（22649）

literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

情報基盤センター

情報探索ガイダンス　効率的な文献管理をする
には？　EndNote利用法コース実施のお知らせ
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教養学部では、恒例のオルガン演奏会をレクチャー･
コンサートとして次のとおり開催いたします。このたび
は、ドイツの世界的なオルガニストであるヴィルケス氏
（ベルリン・聖ヘドヴィッヒ教会）と日独音楽交流に活
躍なさっている歌手の安保さんをお迎えし、メンデルス
ゾーン家の音楽や文学についてのお話をお伺いしなが
ら、バッハ、ツェルター、メンデルスゾーン姉弟の歌と
オルガン曲をお楽しみいただきます。どうぞご期待くだ
さい。
入場は無料です。ホームページを開設しておりますの

で、ぜひご覧ください。
http://organ.c.u-tokyo.ac.jp

日　時 10月26日（木）18 :30開演（18 :00開場）
場　所 教養学部900番教室（講堂）
曲　目

■J・S・バッハ　　シューブラー・コラールより
「目覚めよ、と呼ぶ声あり」（BWV645）

■C・F・ツェルター　　ミニヨンの歌
（ゲーテ『ヴィルヘルム・マイスター』より）
「君よ知るや南の国」
「ただ憧れを知る者だけが」
「語れと命じないで」

■F・ヘンゼル（旧姓メンデルスゾーン）
アイヒェンドルフの詩による歌曲
「秋に」
「夜は静かな海のように」

■F・メンデルスゾーン＝バルトルディ
オルガン・ソナタ　イ長調（op. 65,3）
オルガン・ソナタ　変ロ長調（op. 65,4）
オルガン・ソナタ　ニ短調（op. 65,6）
「ズライカ」（ゲーテの詩による）
「歌の翼に」（ハイネの詩による）

演　奏　　安保ヨーネンツ恵美（ソプラノ）
フローリアン・ヴィルケス（オルガン）

（大学院総合文化研究科・教養学部オルガン委員会）

情報基盤センター図書館電子化部門では、レポート・
論文作成や学習・研究に役立つ“情報探索ガイダンス”
各種コースを実施しています。

通常は本郷キャンパスで開催していますが、ご要望に
お応えして、駒場キャンパスで言語学文献データベース
「LLBA」のデータベースユーザトレーニングを開催する
ことになりました。
この機会に、ぜひご参加ください。
東京大学にご所属であれば、学生・教職員を問わずど

なたでも参加できます。

●会場：
駒場キャンパス　駒場図書館1階　会議室

●定員：24名（先着順）
※このコースは事前申込みが必要です。下記のサイトか
らお申し込みください。

●日時：10/30（月） 15:00～16:00

●講師：
提供元のＣＳＡジャパンから講師をお招きします。

●LLBAとは：
Linguistics and Language Behavior Abstracts

（LLBA）は、言語学およびその周辺領域に関する文献
のデータベースです。

1973年以降に発表された言語学と言語研究の分野をカ
バーする世界中の約1,200誌の学術雑誌の論文記事、書
籍、レポート、学位論文等の文献データを抄録付きで収
録しています。

●申込方法

以下のサイトでお早めにお申し込みください。
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

先着順です。申込み受付後、受講可否のメールを送付
いたしますので、必ずご確認ください。

●問い合わせ 学術情報リテラシー係（22649）
literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

大学院総合文化研究科・教養学部

第108回オルガン演奏会の開催
≪菩提樹の蔭にて－メンデルスゾーンとバッハ≫

情報基盤センター

情報探索ガイダンスin 駒場キャンパス
言語学文献データベースLLBAコース実施のお知らせ
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等
http://www.csis.u-tokyo.ac.jp/sympo2006/
空間情報科学研究センター
第9回年次シンポジウム受付係
E-mail: csisdays06-office@csis.u-tokyo.ac.jp

ビジネスロー・比較法政研究センター
03-5841-3198

Linguapax Asia
info@linguapax-asia.org
http://www.linguapax-asia.org/

大学院総合文化研究科　東京大学LAC事務局
TEL：03-5454-4865
http://www.lac.c.u-tokyo.ac.jp/laccolloque.html

柏キャンパス
総合研究棟（6階）

附属図書館3階会議室

駒場キャンパス18号館

駒場キャンパス
学際交流ホール

10月4日（水）
5日（木）

10月6日（金）
15:00～

10月7日（土）

10月7日（土）
13:30～

空間情報科学研究センター
2006年度第９回年次シンポジウム
- CSIS DAYS 2006 -
※1342号参照

外国法の調べ方セミナー　－アメリカ法－

第3回国際シンポジウム
Linguapax Asia Symposium 2006

第5回LAC国際シンポジウム
「精神分析とイスラーム―想像界をめぐって」

東京大学ドイツ・ヨーロッパ研究センター事務室
desk＠desk.c.u-tokyo.ac.jp
http://www.desk.c.u-tokyo.ac.jp/j/sympo_e026.html

東洋文化研究所
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

大学院総合文化研究科　村田雄二郎研究室
TEL:03-5454-6418
E-mail: murata@ask.c.u-tokyo.ac.jp

生産技術研究所　千葉実験所
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/chiba/

東洋文化研究所研究協力係　TEL:03-5841-5836
E-Mail：koza@ioc.u-tokyo.ac.jp

地震研究所　アウトリーチ推進室
通常はがき　〒113-0032 東京都文京区弥生　1－1－1
電子メール　openlec@eri.u-tokyo.ac.jp
（件名は、申し込みの場合は「申し込み」、問い合わせの
場合は「問い合わせ」としてください）
電話（問い合わせのみ） 03-5841-5643

駒場キャンパス
数理科学研究科棟大講義室

工学部8号館7階会議室

駒場キャンパス18号館
14日:
4Fコラボレーションルーム1
15日:1Fホール

生産技術研究所　千葉実験所
（JR総武線　西千葉駅北口下車）

本郷キャンパス
経済学研究科棟
地下一階第一教室

一般公開　地震研究所1号館
公開講義　安田講堂
（事前申込受付中）

10月12日（木）
14:00～

10月12日（木）
14：00～

10月14日（土）
～15日（日）
9:00～

11月10日（金）
10：00～

11月18日（土）
・19日（日）
13:00～

11月24日（金）
一般公開
10:00～

公開講義
15:00～

国際シンポジウム
「ヨーロッパの将来－新たな展望／
New Perspectives on the Future of Europe」
東洋文化研究所第４回定例研究会
「インターナショナリストとしてナショナリズムの時
代を生きる：二人のユダヤ教徒エジプト人共産主義者
とパレスチナ問題」

2006年度東大シンポジウム
「近現代中国と東アジアの公共性

―自由と統合をめぐって」

生産技術研究所千葉実験所公開

第6回東洋文化研究所公開講座
「アジアを知れば世界が見える－アジアの暦」

地震研究所一般公開・公開講義

総合研究博物館
テレホンサービス
ハローダイヤル　03-5777-8600
Fax. 03-5841-8451

総合研究博物館
テレホンサービス
ハローダイヤル　03-5777-8600
Fax. 03-5841-8451

東京大学ビジネスローセンター（BLC）
〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1
TEL :03-5805-7298
FAX :03-5805-7143
http://www.j.u-tokyo.ac.jp/%7eblc

東京大学総務部内　財団法人　東京大学綜合研究会
電話　03-3815-8345
http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/d04_01_ j.html
（東京大学ホームページ→社会人・一般の方へ→公開講
座）
e-mail:kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

生産技術研究所　総務・広報チーム
TEL 03（5452）6863、6866
FAX 03（5452）6071
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/announce/

研究協力部サステイナビリティ学支援グループ
Tel：03-5841-1386 
Fax：03-5689-7344
E－mail：seimeikagaku@seimeikagaku.org
http://www.seimeikagaku.org/index.html

総合研究博物館

総合研究博物館

第4回・第5回
法学政治学系総合教育棟101教
室
第6回
法文1号館1階　22番教室

安田講堂

生産技術研究所
（駒場リサーチキャンパス）

講演
安田講堂
ポスターセッション
安田講堂・工学部2号館

7月22日（土）
～10月9日（月・祝）
月曜休館（祝日の場
合開館、翌日休館）

7月22日（土）
～10月9日（月・祝
日）

第4回　9月23日（土）
第5回 10月21日（土）
第6回 11月11日（土）
時間　13:30～15:00
（受付：13:00～）

9月30日（土）
～10月28日（土）

（各土曜日　全5回）

10月6日（金）～12月
22日（金）
（11月3日、24日を
除く各金曜日
全10回18:00～）

11月25日（土）
9:30～

特別展示『時空のデザイン』展
※1340号参照

新規収蔵展示
サンゴ礁の貝類――川口四郎博士コレクション

東京大学法学部連続講演会
「高齢化社会と法」

第105回東京大学公開講座「ロボット新世紀」
※15ページ参照

第34回生研公開講座イブニングセミナー
「環境のための物質・材料工学最前線」

http://apru2006.dir.u-tokyo.ac.jp/

社会科学研究所
Tel 03-5841-4904 / Fax 03-5841-4905
Email webmaster@iss.u-tokyo.ac.jp
http://jww.iss.u-tokyo.ac.jp/

農学部弥生講堂　一条ホール

社会科学研究所大会議室／
理学部1号館小柴ホール

11月8日（水）
～10日（金）

11月17日（金）
～11月18日（土）

APRU Distance Learning and the Internet 2006
Conference
テーマ： Technology Enabled Global Knowledge
Structuring

社会科学研究所国際ワークショップ
「世界における社会科学的日本研究の現状と展望」

東京大学生命科学研究ネットワーク・シンポジウム
－東京大学生命科学の未来を拓く－

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等
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シンポジウム・講演会

一般ニュース
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NEWS
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部局ニュース

22 EVENT LIST

学内広報がリニューアルされた頃の連載コラムは「Flags 運動部紹介」と「コミュニケーシ
ョンセンターだより」の２本でありました。しかし、以後、徐々に本数は増え続け、今や６本
を抱える状態に。特集がハレ（非日常）を彩るデコレーションケーキであるならば、連載コラ
ムはケ（日常）の楽しみをもたらすアイスクリームのようなもの。少しずつ、少しずつ、魅力
的なメディアに変貌していく学内広報をお楽しみください。（し）

◆ 表紙写真 ◆

02 世界の知の頂点を目指して
東京大学アクション・プラン2005-2008
2006年度改定版概要・2005年度達成項目

06 「附属病院　大震災対応への一斉防災訓練」
実施される

07 公開講座「時間と空間　デザイン・記憶・
追跡・再現・揺らぎ」の終了

07 寄付講座「政治とマスメディア」国際シン
ポジウム「どうアメリカと向き合うか？」
開催される

08 SSJデータアーカイブが日本統計学会第２
回統計活動賞を受賞

09 Ⅱ期中央診療棟の竣工記念式典及び祝賀会
が行われる

10 さすてなTimes Vol.2

10 調達本部です　第15回

11 Crossroad 産学連携本部だより　Vol.3

12 Flags運動部紹介　No.21

13 コミュニケーションセンターだより　No.22

13 噴水　アマチュア無線クラブ、年間総合第
１位受賞！

14 龍岡門横丁噺　第４回

14 第２回駒場キャンパス技術発表会のご案内

15 公開講座「ロボット新世紀」開催中！

15 東京大学生命科学研究ネットワーク・シン
ポジウム
－東京大学生命科学の未来を拓く－

淡青評論
24 研究資金と「税率」

工学部１号館前の大銀杏
（14ページ「龍岡門横丁噺」参照）

募集
16 平成19年度東京大学基金による国際交流助

成事業募集について

お知らせ
19 スポーツ・トレーニング（実習）開講のお

知らせ

20 情報探索ガイダンス
効率的な文献管理をするには？
EndNote利用法コース実施のお知らせ

21 第108回オルガン演奏会の開催≪菩提樹の蔭
にて－メンデルスゾーンとバッハ≫

21 情報探索ガイダンスin 駒場キャンパス
言語学文献データベースLLBAコース実施の
お知らせ



大学も独立行政法人になって、財政基盤を自助努力で強化する時代にな

った。我々教官が外部から寄付金などの研究資金をもらう際にも、研究支

援経費として、本部事務局10％・学部10％の計20％の「税率」で引かれる。

研究支援費に回される割合が多くなるほど、大学全体としては「税収」＝

財政基盤強化にプラスとなるから、それはそれで望ましい。しかし、手取

りの研究費がその分だけ削減されるから、個人的には直接的な痛みを感じ

る。このトレードオフ関係の中で、どの当たりが適当な「税率」の水準だ

ろうか。

当然ではあるが、大学全体の財政基盤の強化資金が有効に行われることが大前提である。共通経費が大学

全体の公共財として有効に活用されるのであれば、それによって個々の教官も多くのメリットを享受できる。

したがって、共通経費率という「税率」が多少上昇しても、実質的な負担感は増加しない。同時に、競争的

な研究資金獲得には手間暇が相当程度かかるのも、重要なポイントである。私のように、多くの時間や労力

を投入してはじめて競争的資金を獲得できる環境にあると、共通経費への「税率」が増加することで、そう

した努力を行う誘因が大きく損ないかねない。

逆に、予想外の運によって多くの寄付金を得られる場合（バブル期の企業からの寄付金のように）は、多

少「税率」が高くなっても、それほど競争的資金獲得意欲が減退しない。景気の良いときには、「税率」が高

くても実質的な負担感はないが、景気が悪いときには「税率」が高いと、個々の教官にとっての負担感が重

くなる。最近、日本経済のマクロ経済環境は改善しているが、低金利もあって研究助成財団の資金運用状況

は苦しく、我々大学人が民間から寄付金を獲得する環境はそれほど良くなっているわけでもない。とくに、

実利に直結しないアカデミックな分野で研究成果を広く国民にアピールすることは、やはり困難である。ほ

どほどの「税率」で落ち着くことを期待したい。

井堀利宏（公共政策大学院・経済学研究科）

研究資金と「税率」

No. 1343 2006年9月27日

東京大学広報委員会

〒113－8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp
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